


















































































































































































































































































T : いろんな 1/2を作ることができたね。じやあ
今まで習ってきた 1/4, 1/6, 1/8も作ることがで
きるのかな。







際に偶然発見した 1/6や 1/4づくりで 1/8を発見して
いるため，様々な大きさの単位分数があることを獲得
していt~ これらの学びが生かされたのである。
4. 成果と課題
本年度は，前述したガイド文を用いて授業の導入を
行った。低学年の子どもたちにとって，音声による言
葉はいくら端的なものであっても消えてしまいがちで
ある。ガイド文で，本時の学習活動や目標を示してお
くことで，誰もが見通しをもって学習活動に取り組む
ことができたと考える。また，司会にとっても常に立
ち返る場所であるガイド文を提示しておくことで話し
合いが本時の目標からそれた時もガイド文に着目させ
ることで修正させることができたと考える。
言己禄についても，本実践を含めて常に価値づけをし，
言単価することによって図の活用の仕方や表現方法を身
に着けるものも多くなってきた。しかし，領域や単元
が変わると今まで獲得してきた表現方法をうまく活用
できないものもいる。
本実践でも見られたように，子どもたちは日々の授
業の中で今までの学習をスパイラルに活用し，新しい
思考を構築していくものである。1年生が，プロック
を活用し，問題場面を再現していくことに始まり，そ
こから発展的に思考を巡らせ，同じ部分を見つけるこ
とで，見えない部分を視覚化していくことができたこ
ともそうであろうし，2年生の分数づくりにおいて本
時までに取り扱ってきた連続量での分数づくりで具体
物を活用した体験的な学習があったからこそ，分数の
理解が確かなものとなり新しい内容であった分離量の
分数づくりにもその概念を活用し，課題解決に向かう
ことができたと考える。
複式教育において，子どもたちの主体的な学びの姿
を実現するためには，誰もが見通しをもち学びに向か
うことのできる学習環境や自分の考えを伝えあうこと
のできる技能，表現力が必要不可欠である。勿論，こ
れらは単年で完成し完結できるものではない。子ども
たちの 6年間での育ちを見通した指導の在り方につい
て今後も研究を深めていきたいと思う。
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